
令 和  ８ 年  ９ 月  ２ 日  

保 護 者 各 位  

岡 山 県 立 玉 野 光 南 高 等 学 校 

校 ⾧  藤 丘  浩 次 

 

第 ４ ３ 回 紫 稜 祭 に つ い て （ 御 案 内 ）  

 

 初 秋 の 候 、 保 護 者 の 皆 様 に お か れ ま し て は ま す ま す 御 清 祥 の こ と と お 喜 び 申 し 上 げ ま す 。 平 素 は 本

校 教 育 活 動 に 御 理 解 ・ 御 協 力 を 賜 り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  

 さ て 、今 年 度 の 紫 稜 祭 を 次 の と お り 開 催 い た し ま す 。文 化 の 部 は 玉 野 光 南 高 等 学 校 、体 育 の 部 は シ ゲ

ト ー ア リ ー ナ で 実 施 い た し ま す 。 御 連 絡 が 遅 く な っ て し ま い 申 し 訳 ご ざ い ま せ ん 。 御 多 用 と は 存 じ ま

す が 、 生 徒 た ち へ の 御 声 援 を 賜 り ま す よ う 御 案 内 申 し 上 げ ま す 。  

 な お 、9 月 4 日 (金 )に つ き ま し て は 、悪 天 候 が 予 想 さ れ て お り 、一 般 公 開 を 中 止 す る 可 能 性 が あ り ま

す 。開 催 の 判 断 に つ き ま し て は 、本 校 ホ ー ム ペ ー ジ ・ 保 護 者 連 絡 シ ス テ ム（ 楽 メ ）で お 知 ら せ し ま す の

で 、 御 来 場 を 予 定 さ れ て い る 方 は 御 注 意 く だ さ い ま す よ う お 願 い い た し ま す 。  

 

記  

 

１  日  時   令 和 ８ 年 ９ 月  ４ 日 （ 金 ）  午 前  ９ ： ３ ０ ～ （ 文 化 の 部 ）  

令 和 ８ 年 ９ 月 １ 0 日 （ 木 ）  午 前 １ ０ ： ０ ０ ～ （ 体 育 の 部 ）  

        

２  場  所   文 化 の 部  玉 野 光 南 高 校 （ 校 内 ）  

       体 育 の 部  岡 山 県 総 合 グ ラ ウ ン ド 体 育 館 「 シ ゲ ト ー ア リ ー ナ 」  

            （ 岡 山 市 北 区 い ず み 町 ２ － １ － ３ ）  

 

３  そ の 他 （ 保 護 者 の 皆 様 へ の お 願 い ）  

  両 日 と も 入 場 の 際 は 、 必 ず 受 付 を お 通 り く だ さ い 。  

〈 文 化 の 部 〉 入 場 は ９ ： ３ ０ ～  

・ な る べ く 公 共 交 通 機 関 か 乗 り 合 わ せ て の 御 来 場 を お 願 い し ま す 。  

・ お 車 で お 越 し の 場 合 も 校 内 に は 乗 り 入 れ は で き ま せ ん 。  

（ 浄 水 場 に 駐 車 し て く だ さ い 。）  

〈 体 育 の 部 〉 入 場 は ９ ： ３ ０ ～  

・ 当 日 は 会 場 で の 生 徒 と の 接 触 は 御 遠 慮 く だ さ い 。  

・ 個 人 情 報 保 護 の 観 点 か ら 写 真 ・ 動 画 の 拡 散 を し な い よ う に お 願 い し ま す 。  

・ 公 共 交 通 機 関 、 徒 歩 等 で の 来 場 に 御 協 力 を お 願 い し ま す 。  

（ お 車 で お 越 し の 場 合 は 、 運 動 公 園 内 に 有 料 駐 車 場 が あ り ま す 。）  

※ 路 上 駐 車 、 近 隣 へ の 無 断 駐 車 は 絶 対 に お 止 め く だ さ い 。  


